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                                                                         被災地では復旧、
復興への歩みが続いており、現在でも避難生活を余儀なくされている
被災者の方がいらっしゃいます。





ゆれたら 揺れたら、まず、自分の身を守りましょう。
長い揺れや強い揺れの後には必ず津波が来ると思ってください。

とにかく
揺れがおさまったら（動けるようになったら）津波警報や津波注意
報の発表を待たず、身一つで。
　メガネ、薬、携帯ラジオ、懐中電灯など避難するのに必要なものは、
日頃からすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

急いで

決められた避難場所へ早く避難しましょう。
　不慣れな土地などで避難場所がわからない場合は、高台やビルな
ど高いところへ上がりましょう。状況によってはさらに高いところ
に避難しましょう。
　原則、車を使わず急いで逃げてください。

津波警報等が
解除されるまで

　津波は繰り返し襲ってきます。安全なところに避難したら、津波
警報などが解除されるのをラジオなどで確認してください。警報等
が解除され安全が確認できるまで絶対に戻らないでください。

➡

➡

➡

片田敏孝教授 ( 元 群馬大学理工学研究院広域首都圏防災研究センター長 ) が教える津波避難三原則



【津波浸水予測図】　（例）南国市稲生周辺図





土石流（山津波）





〜非常持ち出し袋の準備〜





おり、下図の中の「トラフ付近の震源域」で起きた地震であったの
ではといわれています。

プレート

南海トラフ地震臨時情報って何？
　現在の科学的知見では、地震がいつ、どこで発生するのかを予知することはでき
ません。
　一方で、これまで、南海トラフの一部で大きな地震があった場合、それ以外の地
域（高知県を含む西側）においても時間差で後発の大規模地震が発生した事例があ
ります。このように、南海トラフの一部で大きな地震が発生した場合などに、南海
トラフの他の地域でも、通常と比べて大規模地震の発生の可能性が高まっていると
言えることがあります。
　国の専門委員会で、このような状態になったと評価されたときに気象庁から発表
されるのが、「南海トラフ地震臨時情報」（以下、「臨時情報」という）です。
　臨時情報（巨大地震警戒）・・・南海トラフの想定震源域でＭ８クラスの地震が発生したときに発表
　臨時情報（巨大地震注意）・・・南海トラフの一部でＭ７クラスの地震が発生したときなどに発表
　臨時情報が発表された場合は、後発地震に備えて、国や県、市町村などからの呼びかけに応じた対応をとる
ことが大切です。
　しかし、臨時情報は地震の予知ではありませんので、発表されたとしても、後発の大規模地震が発生しない
こともあります。また、臨時情報が発表されずに大規模地震が発生することもあります。
　したがって、これまでと同じように、突然発生する地震に備えておくことが基本です。
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図：過去の南海トラフ地震





期間 体験利用期間終了まで 20

避難情報のポイント
※1 市町村が災害の状況を確実

に把握できるものではない
等の理由から、警戒レベル5
は必ず発令される情報では
ありません。

※2 避難指示は、これまでの避難
勧告のタイミングで発令され
ることになります。

※3 警戒レベル3は、高齢者等以
外の人も必要に応じ普段の
行動を見合わせ始めたり、避
難の準備をしたり、危険を感
じたら自主的に避難するタイ
ミングです。
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族
の
連
絡
先

名　　　前 仕事場・学校など 電話番号 血液型

家族との連絡・集合場所 所在場所（住所など） 電話番号

連絡先 電話番号 その他

学　　　校

地元警察署 110（ダイレクト）

地元消防署 119（ダイレクト）

（　　　　　　　　）病院
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